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(54)【発明の名称】 電子内視鏡用プロセッサ

(57)【要約】
【課題】  観察部位の撮影に関し、ぶれのない鮮明な静
止画像を撮影可能な、内視鏡用プロセッサを提供するこ
と。
【解決手段】  内視鏡用プロセッサは、照明部と、所定
の蓄積期間のうち観察部位が照明されている時だけ受光
面に形成された光学像に対応する電荷を蓄積することに
より観察部位の撮影を行う撮像手段とを有する電子スコ
ープに用いられる。該プロセッサは、連続して光を照射
する第一の発光手段と、間欠的に所定時間だけ光を照射
する第二の発光手段と、各発光手段から照射される光の
光路が交わる所定位置に配設され、いずれか一方の発光
手段から照射された光のみを照明部に導く光路切替手段
と、少なくとも一方の発光手段に配置され、第一の発光
手段の輝度と、第二の発光手段の輝度とを所定の関係に
する光学的減衰手段とを有する構成にした。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  照明部と、所定の蓄積期間のうち観察部
位が照明されている時だけ受光面に形成された光学像に
対応する電荷を蓄積することにより前記観察部位の撮影
を行う撮像手段とを有する電子スコープ用のプロセッサ
であって、
連続して光を照射する第一の発光手段と、
間欠的に第一の所定時間だけ光を照射する第二の発光手
段と、
各発光手段から照射される光の光路が交わる所定位置に
配設され、第２の所定期間の間だけ前記第２の発光手段
からの照射光のみを前記照明部に導くと共に、前記第２
の所定期間以外の期間は前記第１の発光手段からの照射
光のみを前記照明部に導く光路切替手段と、
少なくとも一方の前記発光手段に配置され、第一の発光
手段による照射光の照度と、第二の発光手段による照射
光の照度とを所定の関係にする光学的減衰手段と、を有
することを特徴とする電子内視鏡用プロセッサ。
【請求項２】  請求項１に記載の電子内視鏡用プロセッ
サにおいて、
所定の関係とは、どちらの発光手段から照射される光に
よって撮影された画像も同一の明るさを有するような関
係であることを特徴とする電子内視鏡用プロセッサ。
【請求項３】  照明部と、所定の蓄積期間のうち観察部
位が照明されている時だけ受光面に形成された光学像に
対応する電荷を蓄積することにより前記観察部位の撮影
を行う撮像手段とを有するスコープ部が着脱自在に接続
されるプロセッサであって、
連続して光を照射する第一の発光手段と、
間欠的に第一の所定時間だけ光を照射する第二の発光手
段と、
各発光手段から照射される光の光路が交わる所定位置に
配設され、第２の所定期間の間だけ前記第２の発光手段
からの照射光のみを前記照明部に導くと共に、前記第２
の所定期間以外の期間は前記第１の発光手段からの照射
光のみを前記照明部に導く光路切替手段と、
前記光路切り替え手段により導かれた各発光手段からの
照射光によって電荷蓄積後、前記撮像手段から送信され
る映像信号をそれぞれ所定レベルまで増幅する信号増幅
手段と、を有することを特徴とする電子内視鏡用プロセ
ッサ。
【請求項４】  請求項３に記載の電子内視鏡用プロセッ
サにおいて、
前記信号増幅手段は、各発光手段の輝度に基づいて生成
された利得に関するデータに基づいて、前記映像信号を
所定レベルまで増幅すること、を特徴とする電子内視鏡
用プロセッサ。
【請求項５】  請求項３または請求項４に記載の電子内
視鏡用プロセッサにおいて、
所定レベルとは、どちらの発光手段から照射される光に*
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*よって撮影された画像も同一の明るさを有するレベルで
あることを特徴とする電子内視鏡用プロセッサ。
【請求項６】  請求項２または請求項５に記載の電子内
視鏡用プロセッサにおいて、
前記明るさとは、撮影された前記画像を観察する際に最
適な明るさであることを特徴とする電子内視鏡用プロセ
ッサ。
【請求項７】  請求項１から請求項６のいずれかに記載
の電子内視鏡用プロセッサは、さらに、
前記光路切替手段によって前記照明部に導かれる光の光
路上に配置され、前記第一の発光手段から照射される連
続光が入射する時は、前記連続光が所定の光量になるよ
うに調光し、前記第二の発光手段から照射される間欠光
が入射する時は、直前の調光状態で固定される調光手段
を有することを特徴とする電子内視鏡用プロセッサ。
【請求項８】  請求項１から請求項７のいずれかに記載
の電子内視鏡用プロセッサは、さらに、
前記第二の発光手段からの照射を指示する発光指示手段
を有し、
前記光路切替手段は、前記発光指示手段の指示に対応し
て前記第二の発光手段が発光したときにのみ前記第二の
発光手段から照射される光を前記照明部に導くことを特
徴とする電子内視鏡用プロセッサ。
【請求項９】  請求項１から請求項８のいずれかに記載
の電子内視鏡用プロセッサにおいて、
前記光路切替部材は、前記第一の発光手段と前記第二の
発光手段のうちの一方から照射される光を前記照明部に
導くときは所定位置から退避し、前記第一の発光手段と
前記第二の発光手段のうちの他方から照射される光を前
記照明部に導くときにのみ所定位置に挿入されることを
特徴とする電子内視鏡用プロセッサ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、電子内視鏡用の
プロセッサに関する。
【０００２】
【従来の技術】一般的に、体内を観察するための電子内
視鏡は、光源部や画像処理部を備えるプロセッサ部と、
体内に挿入され体内を照明すると同時に撮影を行うスコ
ープ部とから構成される。近年、電子内視鏡は、単に観
察部位を常時照明して撮影したものをモニタ上で動画像
として観察するだけでなく、観察部位の所望の瞬間の映
像をモニタ上で観察しかつフィルム等の記録媒体に記録
し診療の資料として活用するための静止画像（フリーズ
画像）が得られることが求められている。
【０００３】従来の電子内視鏡では、連続的に点灯する
ことができるキセノン光源等の通常光源を搭載するプロ
セッサを使用する。また、電子内視鏡のスコープ部（電
子スコープ）に搭載されるＣＣＤ（Charge-Coupled Dev
ice）は、入射する光により受光面に形成された光学像
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に対応する電荷を蓄積することで撮影（撮像）を行う。
そのため従来の内視鏡を用いて動画像を撮影する場合に
は、通常光源から照射される連続的な光（以下、連続光
という）を用いて常時観察部位を照明する。これによ
り、常時照明される観察部位の状態を、電荷蓄積・電荷
読み出しを周期的に繰り返す撮像動作により、動画像と
して撮影することができる。また静止画像を得る場合に
は、前述の撮像動作によって得られた画像の内の所望の
瞬間に対応した１画像をフリーズ画像とする。
【０００４】ところが、フリーズ画像は動画像と同様に
連続光による照明の下で撮像された画像であるため、Ｃ
ＣＤ受光面での電荷蓄積期間中に観察部位が動いてしま
うと、ぶれた状態の静止画像が撮影されてしまい、病変
部等の確認が困難となり好ましくない。画像のぶれは、
観察部位が比較的速く動いている場合、特に顕著に表れ
てしまう。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】そこで本発明は上記の
事情に鑑み、観察部位のフリーズ画像の撮影に関し、ぶ
れのない鮮明な静止画像を撮影可能な、内視鏡用プロセ
ッサを提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】このため、請求項１に記
載の電子内視鏡用プロセッサは、照明部と、所定の蓄積
期間のうち患部が照明されている時だけ受光面に形成さ
れた光学像に対応する電荷を蓄積することにより前記患
部の撮影を行う撮像手段とを有する電子スコープに用い
られる。該プロセッサは、連続して光を照射する第一の
発光手段と、間欠的に第一の所定時間だけ光を照射する
第二の発光手段と、各発光手段から照射される光の光路
が交わる所定位置に配設され、第２の所定期間の間だけ
第２の発光手段からの照射光のみを照明部に導くと共
に、第２の所定期間以外の期間は前記第１の発光手段か
らの照射光のみを照明部に導く光路切替手段と、少なく
とも一方の発光手段に配置され、第一の発光手段による
照射光の照度と、第二の発光手段による照射光の照度と
を所定の関係にする光学的減衰手段とを有することを特
徴とする。
【０００７】上記の構成によれば、一台のプロセッサ
で、動画像と静止画像とにそれぞれ適した発光手段で撮
影することができる。また、各発光手段の照度を調整す
ることにより、動画像および静止画像共に、常に所望の
明るさのものを撮影することができる。
【０００８】上記所定の関係とは、どちらの発光手段か
ら照射される光によって撮影された画像も同一の明るさ
を有する関係に設定することができる（請求項２）。こ
れにより、モニタ上で観察される画像の明るさが、動画
像、静止画像間でばらつくことがなくなる。
【０００９】請求項３に記載の電子内視鏡用プロセッサ
は、照明部と、所定の蓄積期間のうち観察部位が照明さ
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れている時だけ受光面に形成された光学像に対応する電
荷を蓄積することにより観察部位の撮影を行う撮像手段
とを有する電子スコープに用いられる。該プロセッサ
は、連続して光を照射する第一の発光手段と、間欠的に
第一の所定時間だけ光を照射する第二の発光手段と、各
発光手段から照射される光の光路が交わる所定位置に配
設され、第２の所定期間の間だけ第２の発光手段からの
照射光のみを照明部に導くと共に、第２の所定期間以外
の期間は前記第１の発光手段からの照射光のみを照明部
に導く光路切替手段と、光路切り替え手段により導かれ
た各発光手段からの照射光によって電荷蓄積後、撮像手
段から送信される映像信号をそれぞれ所定レベルまで増
幅する信号増幅手段とを有することを特徴とする。
【００１０】この発明によっても、請求項１に記載の発
明同様の効果を得ることができる。
【００１１】請求項４に記載の電子内視鏡用プロセッサ
によれば、信号増幅手段は、各発光手段の輝度に基づい
て生成された利得に関するデータに基づいて、映像信号
を所定レベルまで増幅することが望ましい。
【００１２】請求項６に記載の電子内視鏡用プロセッサ
によれば、撮影された画像を観察する際に最適な明るさ
になるように、設定されることが望ましい。
【００１３】請求項７に記載の電子内視鏡用プロセッサ
によれば、さらに光路切替手段によって照明部に導かれ
る光の光路上に配置され、第一の発光手段から照射され
る連続光が入射する時は、連続光が所定の光量になるよ
うに調光し、前記第二の発光手段から照射される間欠光
が入射する時は、直前の調光状態で固定される調光手段
を有することができる。
【００１４】請求項８に記載の電子内視鏡用プロセッサ
によれば、第二の発光手段からの照射を指示する発光指
示手段を有し、光路切替手段は、発光指示手段の指示に
対応して第二の発光手段が発光したときにのみ第二の発
光手段から照射される光を照明部に導くことが望まし
い。これにより、普段は通常光による観察を続け、任意
のタイミングで静止画を撮影することができる。
【００１５】
【発明の実施の形態】図１は本発明の第一実施形態の内
視鏡１００αの概略構成図である。内視鏡１００αは、
プロセッサ１００ａ、スコープ部１００ｂから構成され
る。プロセッサ１００ａは、キセノン光源１、ストロボ
光源２、ミラー３、ミラー駆動部４、絞り５、絞り駆動
部５ａ、集光レンズ６、メイン制御部７、操作パネル
８、光学的フィルタ９、画像処理回路２０、ライトガイ
ド３０、を有する。スコープ部１００ｂは、ＣＣＤ１
０、ライトガイド先端３０ａを有する。
【００１６】キセノン光源１は連続光を照射可能な光源
で、ストロボ光源２は所定時間だけ閃光を発光できる高
輝度な光源である。内視鏡１００αは、観察部位を動画
像として撮影する場合にはキセノン光源１を使用し、観
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察部位を静止画像として撮影、記録する場合にはストロ
ボ光源２を使用する。なお本明細書では、観察部位を動
画像として撮影することを通常撮影といい、観察部位の
所望の瞬間を静止画（フリーズ画）として撮影すること
をストロボ撮影という。
【００１７】ここで、スコープ部１００ｂに設けられた
ＣＣＤ１０は、一の電荷読み出しパルスから次の電荷読
み出しパルスを受信するまでの時間、言い換えると、一
の転送期間と次の転送期間の間の時間（以下、電荷蓄積
可能時間という）中に入射する光により受光面に形成さ
れた光学像に対応する電荷を蓄積することで撮影を行
う。つまり、撮影された画像の明るさは、各光源１、２
による照明光の照度とＣＣＤ１０が実際に電荷を蓄積し
た時間との積によって決定される。
【００１８】通常撮影時は、連続光が常時ＣＣＤ１０に
入射するため、ＣＣＤ１０が実際に電荷を蓄積する時間
は電荷蓄積可能時間に等しい。またストロボ撮影時は、
閃光が入射したときにのみ、ＣＣＤ１０は電荷を蓄積す
るため、ＣＣＤ１０が実際に電荷を蓄積する時間は電荷
蓄積可能時間中におけるストロボ光源２の閃光発光時間
に等しい。なお、ストロボ光源２の一回の閃光発光時間
は、ＣＣＤの電荷蓄積可能時間に対して比較的短いもの
とする。内視鏡１００は、常に所定の間隔で電荷読み出
しパルスをＣＣＤ１０に与える構成であるため、電荷蓄
積可能時間は常に一定である。閃光発光時間は、使用す
るストロボ光源２の発光仕様によって決定されるため、
やはり一定である。
【００１９】従って、光源１、２の輝度を調整すれば、
通常撮影時でもストロボ撮影でも最適な明るさの画像を
撮影することができる。具体的には、製品出荷時の初期
設定および光源交換の際に、実際に各光源１、２から光
を照射させ、撮影された画像の明るさを測定する。上記
のように各撮影時におけるＣＣＤ１０の電荷蓄積時間は
予め分かっている。従って、測定結果に基づいて各撮影
時に得られる画像の明るさを観察に最適な明るさにする
ために必要な各光源１、２の照度を算出することができ
る。あとは、算出結果に基づいて各光源１、２からの照
射光を所定の照度にするように調整すればよい。
【００２０】本実施形態の内視鏡１００αでは、キセノ
ン光源１やストロボ光源２に光学的な減衰フィルタ９を
設けることにより、各光源１、２が最適な明るさの画像
を得るために必要な輝度を有するように調整している。
図１では、便宜上、通常撮影時の画像の明るさが最適な
明るさであると仮定している。よって照度を調整する必
要がないため、キセノン光源１にはフィルタ９が設けら
れていないが、ストロボ光源２には、静止画像も最適な
明るさにするため所定量だけ減衰するフィルタ９を設け
て照度を調整している。
【００２１】ミラー３は、各光源１、２からの光のうち
いずれか一方の光のみ、ライトガイド３０を介してスコ
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ープ部１００ｂに導くために設けられている。ミラー３
は、ミラー駆動部４に接続されており、駆動自在な状態
にある。ミラー駆動部４は、メイン制御部７の制御の
下、ミラー３を駆動する。具体的には、通常撮影の間
は、ミラー３を連続光の光路外に退避させキセノン光源
１からの連続光を絞り５に導く。そしてストロボ撮影時
には、ストロボ光源２から照射される閃光を反射し絞り
５に導くような所定位置にミラー３を配置する。図１
は、ストロボ撮影時の配置つまり所定位置にあるミラー
３を示す。なおミラー３は、ストロボ撮影時に所定位置
にあるときに、キセノン光源１からの光を完全に遮光す
るだけの十分な大きさを有する。
【００２２】絞り５は、各光源１、２から照射される光
を所定の光束幅に絞るために設けられている。絞り５
は、後述するが、メイン制御部７によって撮影状態に対
応して駆動制御される。集光レンズ６は、入射する光を
収束しライトガイド３０に導く。ライトガイド３０内を
通った光は、ライトガイド先端３０ａから射出され、患
部を照明する。
【００２３】ＣＣＤ１０は、撮影した内容を映像信号と
して画像処理回路２０に送信する。画像処理回路２０
は、ＣＣＤ１０からの映像信号に所定の処理を行った
後、映像信号をモニタ（不図示）に出力する。モニタ
は、映像信号に対応する画像を表示する。
【００２４】以下、各撮影時における内視鏡１００αの
動作について説明する。内視鏡１００αは、操作パネル
８によってストロボ撮影の指示があったときにのみ患部
の静止画像を一回ストロボ撮影し、それ以外のときは通
常撮影を行う構成になっている。
【００２５】通常撮影時、メイン制御部７は、キセノン
光源１から光を照射させる。このときメイン制御部７
は、駆動部４を介してミラー３をキセノン光源１からの
連続光の光路から退避させる。なおストロボ光源２は通
常撮影時は発光する必要がないので省電力化のためオフ
制御されている。
【００２６】メイン制御部７は、画像処理回路２０から
送信される画像の明るさに関する信号に基づいて駆動部
５ａに適宜駆動信号を送る。これにより連続光の光束幅
が所定幅になるように絞り５を駆動制御する。
【００２７】絞り５から射出された連続光は、集光レン
ズ６、ライトガイド３０を介してライトガイド先端３０
ａから射出され観察部位を照明する。ＣＣＤ１０による
撮影、および画像処理回路２０の動作は上述したため、
ここでの説明は省略する。通常撮影の間は、ＣＣＤ１０
は常時撮影を行い映像信号を画像処理回路２０に送信し
ている。従って、モニタの画像も刻々変化していく撮像
画像（静止画像）により逐次更新され、動画像を観察す
ることができる。なお、画像処理回路２０から送信され
る画像の明るさに関する信号も常に送信されるため、メ
イン制御部７は絞り５を常に駆動制御していることにな
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7
る。以上が通常撮影時における内視鏡１００αの動作で
ある。
【００２８】次に撮影者が操作パネル８を操作してスト
ロボ撮影を指示した場合の内視鏡１００αの動作の説明
をする。ストロボ撮影が指示されると、メイン制御部７
は駆動部４を介してミラー３を図１に示すように所定位
置に配置する。また、メイン制御部７は、通常撮影から
ストロボ撮影に切り替わると同時に絞り５を固定させ
る。これは上記の通り、各光源１、２による照射光の照
度が画像の明るさに対応して予めフィルタ９によって調
整されているため、絞りによる光量の制限を撮影方法が
切り替わっても同一に維持すればよいからである。つま
り、通常撮影からストロボ撮影時に切り替わる直前の絞
りの状態と同じ状態でストロボ撮影が行われる。
【００２９】ミラー３の駆動と絞り５の固定とが完了す
ると、メイン制御部７は、ストロボ光源２から閃光を一
回発光させる。ストロボ光源２からの閃光は、ミラー３
で反射された後、通常撮影時の連続光と同様、集光レン
ズ６、ライトガイド３０を介して、ライトガイド先端３
０ａから体内を照明する。
【００３０】閃光によるＣＣＤ１０の撮影は、高輝度で
ありながら発光時間が短いためぶれのない鮮明な画像で
ありながら観察に最適な明るさを有する静止画像を得る
ことができる。なお、画像処理回路２０の画像処理は、
上述した通常撮影時と同じであるためここでの説明は省
略する。なお、モニタ上には、通常撮影による動画像の
表示に代わって得られた静止画像（フリーズ画像）が常
時表示される。こうして、撮影者はモニタ上で静止画を
観察し、更にはビデオプリンタで印刷したりフィルム等
の記録媒体に記録したりすることなどが可能となる。
【００３１】ストロボ撮影が終了する（つまり、閃光発
光が終わる）と、内視鏡１００αは、自動的に通常撮影
の照明状態に戻す動作を行う。すなわち、ミラー３を連
続光の光路外に退避させる。次いで、撮影者が操作パネ
ル８を操作して通常撮影を指示した場合、絞り５の固定
を解除して、再び通常撮影による動画の観察が可能とな
る。本実施形態ではモニタ上での暗転時間を極力短く
し、通常撮影とストロボ撮影間の切り替えを撮影者の違
和感なく実行できるようにストロボ撮影時であっても、
キセノン光源１は連続光を照射するようオン制御されて
いる。ストロボ撮影時にキセノン光源１から連続光を照
射していても、該連続光はミラー３によって完全に遮光
されるため、特に問題はない。以上が第一実施形態であ
る。
【００３２】図２は、本発明の第二実施形態の内視鏡１
００βを示したものである。図２中、図１に示したもの
と同一のものには同一の符号を付し、説明は省略する。
内視鏡１００βは、光源１、２にはフィルタは設けられ
ていない。内視鏡１００βは、画像処理回路２０内に信
号増幅回路２０ａを備える。
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【００３３】第二実施形態の場合、内視鏡１００βの製
品出荷時の初期設定および光源交換の際に、実際に各光
源１、２から光を照射させる。次に通常撮影時、および
ストロボ撮影時にＣＣＤ１０から送信される映像信号レ
ベルと観察に必要とされる最適な明るさを備える画像の
信号レベル（基準レベル）とを比較する。そして各撮影
時の映像信号の信号レベルを基準レベルと同一にするた
めに必要な利得をそれぞれ算出し、該利得を各撮影に対
応するデータとしてメイン制御部７内のメモリ（不図
示）に保存しておく。
【００３４】実際に撮影が行われるときには、メイン制
御部７は、通常撮影またはストロボ撮影に対応する利得
データを読み出して、増幅回路２０ａに送信する。増幅
回路２０ａは、送信される利得データに対応して適宜Ｃ
ＣＤ１０から送信される映像信号の信号レベルを増幅す
る。これにより、モニタに出力される映像信号の信号レ
ベルは常に同一となり、観察に最適な明るさを有する動
画像および静止画像を得ることができる。また、他の機
構は、第一実施形態と同一であるため、静止画像は当然
ぶれのない鮮明な画像になっている。
【００３５】第二実施形態は、各光源１、２に光学的減
衰手段を設けなくても良いためプロセッサ１００ａをコ
ンパクトな構成にすることができる。しかも、第二実施
形態は信号レベルを増幅することにより、最適な明るさ
の画像を観察可能にすることから、高価な高輝度ストロ
ボ光源２を使用しなくても良い。以上が第二実施形態の
内視鏡１００βの説明である。
【００３６】以上が本発明の実施形態である。本発明は
これらの実施形態に限定されるものではなく趣旨を逸脱
しない範囲で様々な変形が可能である。
【００３７】上記第一実施形態では、フィルタ９を用い
て光源１、２の輝度を調整しているが、フィルタ以外の
光学的減衰手段を用いることが可能である。
【００３８】上記各実施形態では、動画像も静止画像も
観察に最適な明るさは一定であるとして説明したが、本
発明はこれに限定されるものではない。光学的減衰フィ
ルタ９の減衰率や利得に関するデータを変えることによ
って、静止画像を動画像よりも任意に一定量分明るく
（または暗く）することが可能である。
【００３９】上記各実施形態では、ストロボ撮影時、キ
セノン光源１は光を照射するように常時オン制御される
構成にしている。しかし、ストロボ撮影時にキセノン光
源１はオフ制御すれば、省電力化を図ることができる。
【００４０】上記各実施形態では、ストロボ撮影時、ス
トロボ光源２の光をライトガイド３０に導くよう、ミラ
ー３を光路の所定位置に配置する構成としている。しか
し、キセノン光源１とストロボ光源２とを配置を入れ替
えて、通常撮影時にミラー３を光路の所定位置に配置
し、ストロボ撮影時にはミラー３を光路から待避させる
構成としても良い。また、通常撮影とストロボ撮影の切
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替は操作パネルだけでなく、スコープ部の操作部に設け
るボタンで行っても良い。
【００４１】
【発明の効果】このように本発明の内視鏡は、通常撮影
用とストロボ撮影用の二つの発光仕様の異なる光源を設
け、各光源の輝度を調整したり、映像信号の信号レベル
を増幅したりすることにより、動画像やぶれのない鮮明
な静止画像を適切な明るさで撮影、観察することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１実施形態の内視鏡の概略構成図で
ある。
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【図２】本発明の第２実施形態の内視鏡の概略構成図で
ある。
【符号の説明】
１    キセノン光源
２    ストロボ光源
３    ミラー
５    絞り
７    メイン制御部
９    光学的減衰フィルタ
１０    ＣＣＤ
１００α、１００β    内視鏡

【図１】
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